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論文内容要旨（甲）
Proprioceptive illusions created by vibration of one arm are altered 
by vibrating the other arm 
（一側の前腕位置覚への対側の腕の運動感覚受容器の作用）
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一側前腕の運動感覚は対側前腕運動の影響を受けることが示されている。
対側前腕運動に伴う対側肢からの何らかの求心性情報が前腕の運動感覚
に影響を与えると考えられている。そこで我々は対側肢筋紡錘の求心性
Ia群線維の活動が前腕の運動感覚に影響を与えるかどうか検討した。対
象は 26名（男性24人、女性2人、平均29.8歳）の健常者である。実験
1では黙視下にて左前腕位置（対側肢）を右前腕位置（検側肢）にマッチ
させるよう指示し、位置覚エラー（角度）を測定した。このエラーが対側
肢の Ia群線維の活動の影響を受けるか検討した。右前腕位置は常に水平
面から 30度であるが被験者は知らない。両側前腕位置がマッチしたと被
験者が宣言したときの左前腕位置（水平面からの肘角度）を記録した。こ
の実験では右上腕二頭筋に 70-80Hzの振動刺激を与えて求心性Ia群線維
の活動を高めると、左前腕位置は伸展位を示し、被験者は右腕があたかも
伸展していると感じた（伸展錯覚）。しかし左上腕二頭筋に振動刺激を加
えて左の Ia群線維の活動を高めた状態では、右上腕二頭筋の振動刺激に
よる右腕の伸展錯覚が減少した。実験2では右上腕二頭筋振動刺激による
右腕の伸展錯覚が左上腕二頭筋振動刺激の on/offに対して変化するか検
討した。その結果、すべての被験者において onにて伸展錯覚速度が減少
し、 offにて増加した。実験3では、右上腕二頭筋振動刺激による tonic
vibration reflex (TVR）は、伸展錯覚と同様に、左上腕二頭筋振動刺激に
よって変化しうるか検討した。その結果、右上腕二頭筋のTVRは左上腕二
頭筋振動刺激の影響を受けなかった。このことは対側肢の Ia群線維の活
動は、検側の筋紡錘の感受性に影響を与えないことが示唆された。左上腕
二頭筋振動刺激の右腕運動感覚への作用は中枢で機能している可能性が
ある。実験4では、左上腕二頭筋振動刺激の右腕運動感覚への影響が、左
腕の筋紡錘ではなく、左腕の皮膚機械受容器を介したものであるかどうか
検討した。この実験では、右上腕二頭筋振動刺激による右腕の伸展錯覚が、
左上腕二頭筋への振動刺激のon/off（筋振動刺激）、あるいは左上腕骨内
上頼への振動刺激の on/off（皮膚振動刺激）によって変化するか調べた。
左上腕二頭筋への刺激は実験 2の結果と同様であり、 onにて伸展錯覚速
度が減少し、 offにて増加した。しかし、左上腕骨内上頼への皮膚振動刺
激は対側の伸展錯覚速度に影響を与えなかった、もしくは影響を与えても
その作用は明らかに筋振動刺激よりも小さかった。この結果から、左上腕
二頭筋振動刺激の右腕運動感覚への影響は主に筋紡錘を介したものであ
ることが示唆された。これらの結果より、対側上肢筋紡錘の求心性 Ia群
線維の活動が検側肢前腕の位置感覚、運動感覚に影響を与えることが明ら
かとなった。
